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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第３四半期
累計期間

第61期
第３四半期
会計期間

第60期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 16,221,430 3,941,278 29,170,620

経常利益（千円） 343,660 58,814 799,846

四半期（当期）純利益（千円） 205,732 33,794 484,714

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） － 687,749 687,749

発行済株式総数（株） － 1,704,267 1,704,267

純資産額（千円） － 3,060,520 2,989,229

総資産額（千円） － 10,479,856 12,055,212

１株当たり純資産額（円） － 1,795.91 1,754.04

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 120.72 19.83 284.42

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 31.0 － 86.0

自己資本比率（％） － 29.2 24.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,406,690 － 1,157,114

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△214,350 － △621,866

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△667,793 － △539,385

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
－ 808,842 284,296

従業員数（人） － 212 211

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

EDINET提出書類

ＦＣＭ株式会社(E02115)

四半期報告書

 2/21



２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 212（48）

　（注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

電子機能材事業（千円）
金属メッキ加工部門 953,244

フィルム・特殊機能材部門 116,507

電気機能線材事業（千円） 2,633,736

合計（千円） 3,703,488

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期会計期間の受注状況を事業部門別に示すと、以下のとおりであります。

事業部門別
受注高
（千円）

受注残高
（千円）

電子機能材事業

金属メッキ加工部門 952,886 216,487

フィルム・特殊機能材

部門
123,351 20,150

電気機能線材事業 2,334,931 285,539

合計 3,411,168 522,177

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

電子機能材事業（千円）
金属メッキ加工部門 953,244

フィルム・特殊機能材部門 116,507

電気機能線材事業（千円） 2,871,526

合計（千円） 3,941,278

　（注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績

　当第３四半期会計期間において、当社を取り巻く経営環境は世界経済の急速な減速による影響を受け、益々その厳

しさを増しております。民間消費と設備投資の双方の需要が落ち込む悪循環に陥っており、当社に関連する電子部

品・自動車・電線業界ではほぼ全ての分野で受注が減少するなど、本格的な回復見込みが予測しにくい状況となっ

ています。

　電子機能材事業では、金属メッキ加工部門が売上高953,244千円となりました。自動車や携帯電話の販売失速をうけ

て、主要分野である自動車電装品や精密コネクタ向けの製品が計画には至りませんでした。フィルム・特殊機能材

部門は売上高116,507千円となりました。主力製品である自動車部品や高分子コンデンサ向けの特殊機能材が、最終

製品の減産から来る生産調整などもあり伸び悩みました。

　電気機能線材事業（伸線加工部門）では売上高2,871,526千円となりました。住宅や工場の建設の落ち込みから電

線需要の不振が長引いているのに加え、2008年8月以降、原材料である銅の価格が下落したことでこの部門の売上高

は減少しています。

　受注状況が悪化するなか、各種営業施策を実施するとともに原価低減、経費削減に努めましたが、稼働率の低下に

より利益幅が圧縮されました。以上のことから、当社全体としては売上高3,941,278千円、営業利益70,524千円、経常利

益58,814千円、四半期純利益33,794千円となりました。

　

(2）キャッシュ・フロー

　当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第２四半期会計期間末から420,608千円増加し、808,842

千円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュフローは637,393千円の収入となりました。これは、当第３四半期会計期間末が金融機関

の休日のため、支払い決済が１月にずれたことによる827,573千円の支払い減少による増加が含まれます。なお、当第

３四半期累計期間では、営業活動による増加もあり、1,406,690千円の収入となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用された支出は41,538千円となりました。これは有形固定資産の取得による支出41,421千円によるも

のです。なお、第２四半期累計期間の172,811千円との合算で、当第３四半期累計期間では214,350千円を投資活動と

して支出しております。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の純減90,000千円及び長期借入金の返済32,499千円等により

175,245千円の支出となりました。なお、第２四半期累計期間の短期及び長期借入金の返済もあり、当第３四半期累計

期間では667,793千円の支出となっております。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配するものの在り方に関しては重要な事項と認識しており、継続的に

検討をしております。しかしながら、親会社の議決権の所有割合が50％を超えている現状に鑑みて、現時点での買収

防衛策の導入はしておりません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、56,122千円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

　自動車、携帯電話、パソコンや薄型テレビなど最終製品の販売減少に伴い、当社に関連する市場・業界において生

産調整・在庫調整が急速に進み、需要が急速に冷え込んでいます。そのようななか、当社ではコスト低減や機能向上

に繋がる技術提案を積極的に行うことで受注の回復を目指し、差別化を推し進めることで経営基盤の強化に努めて

まいります。また、将来の成長に向けた人・設備・研究開発には継続して投資するとの基本方針に変更はありませ

んが、優先順位を見極めたうえで一部計画については延期も検討しております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,345,068

計 5,345,068

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月６日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 1,704,267 1,704,267
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
単元株式数100株

計 1,704,267 1,704,267 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 1,704,267 － 687,749 － 826,871

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　100 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,703,600 17,036 同上

単元未満株式 普通株式　　　　567 － －

発行済株式総数 1,704,267 － －

総株主の議決権 － 17,036 －

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＦＣＭ株式会社
大阪市東成区神路三丁目

８番36号
100 － 100 0.01

計 － 100 － 100 0.01

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 2,810 2,950 2,730 2,640 2,275 1,980 1,560 1,190 1,117

最低（円） 2,330 2,515 2,445 2,200 1,950 1,520 950 1,000 925

　（注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の移動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表は、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関す

る規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号ただし書きに

より、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 808,842 284,296

受取手形及び売掛金 ※1
 4,822,932 6,601,951

原材料及び貯蔵品 271,614 328,334

仕掛品 195,864 403,985

繰延税金資産 12,186 26,000

その他 43,674 21,990

流動資産合計 6,155,115 7,666,559

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2
 983,532

※2
 1,030,956

機械及び装置（純額） ※2
 1,158,654

※2
 1,216,927

土地 1,678,923 1,678,923

建設仮勘定 44,439 52,907

その他（純額） ※2
 207,086

※2
 137,380

有形固定資産合計 4,072,636 4,117,096

無形固定資産 57,716 66,406

投資その他の資産

投資有価証券 18,366 28,929

繰延税金資産 159,579 158,565

その他 16,441 17,655

投資その他の資産合計 194,388 205,150

固定資産合計 4,324,741 4,388,653

資産合計 10,479,856 12,055,212
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,334,262 4,315,087

短期借入金 90,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 177,519 230,016

1年内償還予定の社債 150,000 150,000

未払法人税等 9,523 239,331

その他 289,711 258,498

流動負債合計 4,051,016 5,592,934

固定負債

社債 1,325,000 1,400,000

長期借入金 1,630,000 1,725,000

長期未払金 36,522 40,580

退職給付引当金 192,510 179,093

役員退職慰労引当金 120,605 128,376

その他 63,681 －

固定負債合計 3,368,320 3,473,049

負債合計 7,419,336 9,065,983

純資産の部

株主資本

資本金 687,749 687,749

資本剰余金 826,871 826,871

利益剰余金 1,548,637 1,474,126

自己株式 △369 △270

株主資本合計 3,062,888 2,988,476

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,368 752

評価・換算差額等合計 △2,368 752

純資産合計 3,060,520 2,989,229

負債純資産合計 10,479,856 12,055,212
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 16,221,430

売上原価 14,924,082

売上総利益 1,297,348

販売費及び一般管理費 ※
 919,725

営業利益 377,622

営業外収益

受取利息 39

受取配当金 999

スクラップ売却益 2,676

その他 1,496

営業外収益合計 5,212

営業外費用

支払利息 37,181

その他 1,992

営業外費用合計 39,174

経常利益 343,660

特別損失

固定資産除却損 1,205

投資有価証券評価損 6,287

特別損失合計 7,492

税引前四半期純利益 336,168

法人税、住民税及び事業税 115,556

法人税等調整額 14,879

法人税等合計 130,436

四半期純利益 205,732
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,941,278

売上原価 3,572,877

売上総利益 368,401

販売費及び一般管理費 ※
 297,877

営業利益 70,524

営業外収益

受取利息 10

受取配当金 233

スクラップ売却益 21

その他 521

営業外収益合計 787

営業外費用

支払利息 11,954

その他 542

営業外費用合計 12,497

経常利益 58,814

特別損失

固定資産除却損 35

投資有価証券評価損 6,287

特別損失合計 6,322

税引前四半期純利益 52,491

法人税、住民税及び事業税 13,460

法人税等調整額 5,236

法人税等合計 18,697

四半期純利益 33,794
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 336,168

減価償却費 349,935

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,770

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,417

受取利息及び受取配当金 △1,039

投資有価証券評価損益（△は益） 6,287

支払利息 37,181

固定資産除却損 1,205

売上債権の増減額（△は増加） 1,779,018

たな卸資産の増減額（△は増加） 264,840

仕入債務の増減額（△は減少） △980,825

その他 △23,769

小計 1,774,649

利息及び配当金の受取額 1,039

利息の支払額 △28,762

法人税等の支払額 △340,237

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,406,690

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △925

有形固定資産の取得による支出 △213,817

無形固定資産の取得による支出 △400

その他 792

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,350

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △310,000

長期借入金の返済による支出 △147,497

長期未払金の返済による支出 △4,058

社債の償還による支出 △75,000

自己株式の取得による支出 △98

配当金の支払額 △131,139

財務活動によるキャッシュ・フロー △667,793

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 524,545

現金及び現金同等物の期首残高 284,296

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 808,842
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）リース取引に関する会計基準の適用

　「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準委員会　平成５年６月17日　

最終改正平成19年３月30日　企業会計基

準第13号）及び「リース取引に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準

委員会　平成６年１月18日　最終改正平

成19年３月30日　企業会計基準適用指針

第16号）を第１四半期会計期間から早

期に適用し、所有権移転外ファイナンス

・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理から

通常の売買取引に係る方法に準じた会

計処理に変更し、リース資産として計上

しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を

ゼロとして算定する方法によっており

ます。

　なお、リース取引開始日が適用初年度

前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しております。

　これにより四半期財務諸表に与える影

響額は軽微であります。
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【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械及び装置については、法人税法の改正を契機

として耐用年数の見直しを行った結果、当事業年度より改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて当第３四

半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利

益は、それぞれ39,558千円減少しております。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換

日をもって決済処理しております。なお、当第３四

半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、

次の期末日満期手形が当第３四半期会計期間末残

高に含まれております。

　受取手形　　　　　　　　　　　167,517千円

　　　　　――――――――――――――――

　　　　　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,589,317千円で

あります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,256,951千円で

あります。
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（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与     242,464千円

研究開発費     168,381千円

運賃     144,422千円

役員報酬      93,213千円

退職給付費用      18,480千円

役員退職慰労引当金繰入額     10,252千円

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与      81,830千円

研究開発費      56,122千円

運賃      49,808千円

役員報酬      29,676千円

退職給付費用       5,699千円

役員退職慰労引当金繰入額       3,177千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

　現金及び預金勘定     808,842千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物     808,842千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　1,704,267株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　108株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

  配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成20年６月17日

定時株主総会
普通株式 78,393 46.00 平成20年３月31日 平成20年６月18日 利益剰余金　

平成20年10月21日

取締役会
普通株式 52,828 31.00 平成20年９月30日 平成20年12月１日 利益剰余金　

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,795.91円 １株当たり純資産額 1,754.04円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 120.72円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 19.83円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 205,732 33,794

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 205,732 33,794

期中平均株式数（株） 1,704,161 1,704,159

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成20年10月21日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………52百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………31円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月１日

　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月３日

ＦＣＭ株式会社

取締役会　御中    

　 監査法人 トーマツ 　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　雅芳　　㊞

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　㊞

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　睦裕　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＣＭ株式会社

の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの第６１期事業年度の第３四半期会計期間（平成２０年１０月１日

から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＣＭ株式会社の平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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